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“住んでてよかった これからも住み続けたい” まちづくりを 
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 4月27日に全員協議会を開催し、今後の留萌 
市立病院の課題についての意見交換を行いました。 
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昨
年
度
、
人
工
透
析
機
器
の
新
た
な
導
入

に
よ
り
、
受
け
入
れ
可
能
人
数
の
増
加
を
果

た
せ
た
こ
と
、
今
年
度
は
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
の
10
月
稼
働
を
め
ざ
し
て
、
病
棟
再
編
を

推
し
進
め
て
い
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
、
ま

た
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
医
師
を
は
じ
め
と

す
る
医
療
専
門
職
の
人
材
確
保
と
養
成
に
つ

い
て
は
、
積
極
的
に
病
院
見
学
や
実
習
を
受

け
入
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
報
告
し
ま
し
た
。
人

口
減
少
と
少
子
高
齢
化
で
地
域
医
療
が
窮
地

に
立
た
さ
れ
る
な
か
、
救
急
医
療
・周
産
期

医
療
・小
児
医
療
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
医
療
の
維
持
の
た
め
、

継
続
し
て
努
力
す
る
こ
と
お
約
束
し
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
全
員
協

議
会
も
例
年
に
増
し
て
市
立
病
院
の
課
題
・

将
来
構
想
な
ど
を
話
し
合
う
良
い
懇
談
と
な

り
ま
し
た
。
市
民
並
び
に
議
員
の
皆
様
か

ら
、
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
い
た
だ
い
た

課
題
が
改
善
で
き
る
よ
う
、
病
院
全
体
で
努

力
す
る
所
存
で
す
。 

議
員
定
数
に
関
す
る 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果 

議員定数に関する特別委員会が平成29
年9月に設置され「アンケート調査」と「市

民と議会との意見交換会」の実施につい
て決定しました。アンケートは留萌市に住
民登録している満18歳以上の留萌市民
の中から無作為に1000人を選んで送付

しました。道内の人口類似市の状況や留
萌市議会の活動状況などを参考としても
らい「留萌市議会の議員定数16人。あな

たはこの数をどのように考えますか」とい
う設問などに答えてもらい、特別委員会
での議論の参考とします。 

議員から次のような 
  意見が出ました。 

10代・20代 

30代・40代 

50代・60代 

70代・80代 

年 齢 別 
多い 

現状のま

ま 

少ない 

無回答 

定数について 

「病院の待ち時間の 
     改善について」 

「医療事務作業補助者 
          について」 

「近隣地域からの負担金 
          について」 

「医療事務作業補助者及び 

   電子カルテについて」 

等々 


